
選挙区　鳥取市
会　派　自由民主党

障がい者施策の
推進について

答

問 本県において障がい者に対す
る施策の取り組みについてどのよ
うに展開、推進されるのか。
障害者差別解消法に先駆け

た「あいサポート運動」の推進、
「工賃３倍運動」の推進、全国初
の「手話言語条例」の制定と
「盲・ろう者支援センター」の設
立、「重度障がい児への医療型
ショートステイサービス」の実
施、「文化芸術の祭典」の開催な
どに取り組んでいるが、全国を
先導してでも思い切って地域の
絆、鳥取らしい絆を生かした社
会づくりを進めてまいりたい。

島谷 龍司 議員

答

問 砂というブランディングの
優位性も含め、収益性の高い安
定供給型野菜生産、高床式砂栽
培の可能性と導入に向けて、速
やかに検討を進めて頂きたい。
新しい農業の形態も含めて

独自の計画を立て、検証されな
ければならないが、県もセーフ
ティーネットとして支えたいと
思う。みんなでやらいや農業支
援総合事業やアグリビジネスの
参入する事業もあり、初期投資
を支えれば回るという話であ
り、今後個別に相談に応じてい
きたい。

選挙区　東伯郡
会　派　自由民主党

藤井 一博 議員

防災体制、
地方創生について

選挙区　鳥取市
会　派　民進党

木村 和久 議員

農家所得の向上を

答

問 ①熊本地震の現状を踏まえ、
県内防災体制の見直しが必要で
はないか。
②地方創生加速化交付金につい
て、事業申請が不採択となった市
町村に対しての対応を問う。
①避難所の設営の仕方、福祉

避難所のあり方など、今後の地域
防災計画の見直しに生かしたい。
②交付金のあり方について、中国
地方知事会や関西広域連合で政
府に改善を求める申し入れをして
いる。申請にあたっては、より緊密
に県としても応援、サポートさせ
ていただく。

答

問 林業の成長産業化を前に進
めようと国が新たな森林・林業
基本計画を策定し森林法の改正
が行われた。追い風が吹く今日
の林業復活の兆しや流れをどう
我が県の林業振興に結びつけて
いくのか？知事の所見を問う。
成長戦略を進める上で我が

県として38万立米の生産を目標
にしている。これに向け八頭中
央森林組合では10万立米を目標
とし大型機導入も目指してい
る。我々としても国の戦略と同
じベクトルで林業の成長産業化
を戦略的に進めていきたい。

選挙区　八頭郡
会　派　自由民主党

福田 俊史 議員

林業の成長産業化
について

選挙区　八頭郡
会　派　自由民主党

西川 憲雄 議員

建築技術の伝承と
農林業人材の育成

答

問 ①県が整備する建物に大工
の墨付けや土壁の技術を取り入
れてはどうか。特に小規模の駐
在所等へ取り組んではどうか。
②農業、林業の人材育成のため、
智頭農林高校などで生徒を県外
から募集してはどうか。
①建設中の鳥取西高芸術棟

の渡廊下などモデル的な利用例
として検討したい。（警察本部長）
八橋警察署等で左官仕上げを採
用しており、今後も検討したい。
②（教育長）地元や学校と一体と
なって県外生徒の受入れに力を
入れて取り組みたい。

とっとり県議会だより

　5月定例会では、26
人の議員が一般質問
を行いました｡
　本紙では、各議員
の質問の中から､質問
と答弁の要旨を掲載
します。
　なお、議事録の全
文は､県 議 会ホーム
ページからご覧にな
れます。

一般
質問

づけるのか、国の推計値をどう取り扱うのか、所
見を伺いたい。
国の試算は一つの参考的な数字として地域医

療構想の中で提示することになると思うが、それに
縛られるものではないと考えている。大切なのは高
齢化が進んでいる鳥取県で必要な医療提供体制が
確保されることであり、単純に国の数字に向けて削
減するような方策はとるべきではないと考える。

県は再生可能エネルギーの一つとして、バイオ
マス発電の推進に取り組んでいるが、治山工事等で
出る木材や森林整備で出る間伐材のうち、幹の部分
は燃料として利用されているが、枝葉や根など
40％相当は有効活用されていない。この40％部分
と果樹剪定枝や竹材等も含めて、有効活用すべきで
はないか。
本県としても、始末に困っている果樹の剪定枝

など、新たな需要開拓として支援スキームをつくっ
たところ。根っこを活用するアイデアもあり、木質
バイオマスチップの搬出に向けて、今年度あらため
て未利用材の活用を研究することとしており、関係
者と協議を始めようしている。

知事は議場において県民の合意を得るために
丁寧なプロセスを踏んでいく必要があると答弁さ
れているが、教育委員会が実施する県民意識調査を
含め、どのような条件がそろえば美術館整備に踏み
込んでいくよう判断されるのか。
まず、美術館の必要性と美術館をつくるべきと

考える理念が確立され、県民の間で共有されなけれ
ばならない。２つ目として、実現可能な具体的なス
キームをつくることが必要。その中で、ＰＰＰやＰ
ＦＩの必要性を検証することが望まれている。３つ
目として、教育委員会が実施予定の県民フォーラム
の開催や、県民意識調査の実施などを通じて、県民
が現時点でどう捉えているのか、支持が得られるの
かどうか、十分に見させていただきたい。この３つ
がそろって初めて機が熟したということになり、県
議会に対して、今後の財政運営も含めて提示をし、
協議をすることになると考えている。

熊本地震における様々な課題を教訓として、
地域防災計画の見直しを含めた本県の防災対策の
再点検を指示したとのことだが、どのような点を
特に大きな課題として認識し、今後重点的に取り
組んでいこうと考えているのか。
必要な物資を道の駅はわいに集結させる計画を

作っているが、物流業者の考え方も入れながら、もう
少し分散させて、避難所にきちんと届き得るシステム
を考える必要がある。併せて、福祉避難所の確保や
車中避難への対応に向けて、地域防災計画やＢＣＰ
(※)を見直していきたい。また、企業ＢＣＰをどう働き
かけていくかも課題である。

平成26年から着手しているフリーゲージトレ
インの導入可能性調査の結果が出ており、膨大な
改良工事費に対して投資効果が薄いと思われる
が、今回の調査結果を受けて、フリーゲージトレ
インの導入を今後とも検討していくのか、所見を
伺いたい。
我々も検証作業を始めたところであり、どう

いう今後の方向性が考えられるか検討していきた
い。併せて、北陸新幹線の舞鶴ルートも検討され
る中、山陰新幹線の早期整備を目指す国会議員連
盟もできたところであり、まずは今般の調査結果
を検証し、各方面の動きも横にらみしながら、検
討を進めていきたい。

超高齢社会における持続可能な社会保障制度
の確立に向けて、地域医療構想の策定が求められ
ている。この中で将来必要な病床数について、国
の画一的な算定方法によれば、現在の7,258床か
ら5,892床へ1,366床の減少となっており、本県
独自の推計値7,210床と大きく乖離している。地
域医療構想の中で、必要病床数をどのように位置

選挙区　鳥取市

鳥取県議会自由民主党

答

問

問

問

問

答

答

答

中島 規夫 議員

5月定例会では、中島規夫議員（鳥取県議会自由民主
党）が、県行財政上の諸問題について、会派を代表して
質問を行いました。

鉄道高速化の方向性

地域医療構想について

地域エネルギー資源の有効活用

今後の美術館整備検討の方向性

答

代表質問

熊本地震を教訓とした再点検

問

とっとり県議会だより

※BCP・・・・・事業継続計画
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